　第十四回ふれあいウオーキング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総本部青壮年部　白井摂邦（須磨）
　平成２７年１０月１８日、第十四回総本部青壮年部ふれあいウオーキングが老若男女約２８０人の人の参加で行われました。　午前１０時に各地から江井ケ島に集合。

これまでのウオーキングでよく雨にたたられたので「私が雨男です」などと、嘆いていたのがうそのような晴れ渡った青空で、この時期にしては暑いくらいでした。
出発前に、　藤原摂鵬先生から「普及推進の活躍に邁進している流派の動き」のお話に続いて、「今日は楽しく一日を過ごしましょう！」とのご挨拶をいただいた後、全員元気に出発しました。
今回のコースは山電・江井ケ島駅から西へ魚住の住吉神社までの３キロほどで、海沿いのコースです。丁度この日は江井ケ島の住吉神社の祭りで見事な神輿にも遭遇。思いがけなく、目の保養をさせていただきました。
江井ケ島といえば吉田兼好ゆかりのト部家の歴史をもつ【江井ケ嶋酒造】がありますが、残念ながら現在は見学の解放はしていませんでした。
途中の広い海浜で、柿本人麻呂作の和歌「天離る鄙の長通ゆ恋来れば明石の門より大和島見ゆ」を全員で元気に合吟。１３００年前、ここで奈良の都を偲んだ作者の心境に思いを馳せました。
こうして、あっという間に目的地の魚住の住吉神社に到着。石段を上がると明石市に残る唯一の立派な能舞台が目に入ります。
今回は今までにない趣向で、この由緒ある能舞台において剣舞、詩舞が行われ、一行はウオーキングの疲れをしばし忘れて堪能させていただきました。
藤原摂楠宗家会長、西原英延宮司のご挨拶に続いて、中村心瞳、中村紘子先生の尺八、琴の伴奏で、友井川慧照君「日本刀を詠ず」（吟・七五三摂天）の剣舞、青柳芳櫻さん「余生」（吟・徳澤秀摂）の詩舞、青柳芳桂慈さん「風になびく」（吟・藤原英摂）の詩舞、青柳芳袮さん「花を惜しむ」（吟・松崎摂詠）の詩舞が次々と華麗、かつ見事に奉納されました。
さすが全国優勝などに輝く皆さんの演舞に感動しました。
この後、瀬戸内海を望んで各自弁当に舌鼓を打った後松林に集合し、、「道歌一首」「明石之浦」を全員で海に向かって合吟しました。

最後に、恒例のクイズゲームを楽しみ、景品を手にして秋の一日を楽しくすごしました。
　東播地区の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。
